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2020年度
南相馬市鹿島区地域協議会

真野川親水サイクリングロードの

活用とまちづくり

Ⅰ.サイクリングロード整備の必要性

Ⅱ.サイクリングロード整備の現状

Ⅲ.先進事例紹介

Ⅳ.整備効果
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Ⅰ.サイクリングロード整備の必要性
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１．現状

・自転車は、環境にやさしい*モビリティであるとともに、健康づ
くりや余暇の充実等、人々の行動を広げ、地域や仲間とのつ
ながりを取り持つコミュニケーションツールでもある

・その利用目的は、買物や通勤・通学等幅広く、様々な形で暮
らしを豊かにする自転車利用が近年注目されている

・一方で、サイクリングロードは整備されたものの、ネットワーク
形成や、関連する支援施設等の未整備などの理由から、利
用されていないケースも多く見られる

＊モビリティ：乗り物、移動手段。移動性、流動性など移動を意味する

Ⅰ.サイクリングロード整備の必要性
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２．課題

①都市環境
家庭から排出される二酸化炭素の約３割が自動車から排出さ
れており、地球温暖化対策に向け自転車利用への転換に期待

②健康増進
健康寿命の延伸が大きな課題となる中、身近でスポーツの楽し
さや体力の維持・増進ができる自転車走行環境整備が重要

③観光地域づくり
交流拡大に向け、サイクリストの受け入れ環境や、走行環境が
必ずしも十分整っていない等、サイクリング環境の整備が課題

④安心・安全
自転車事故の軽減や災害時の活用に向け、安全に利用しても
らうための利用者の安全意識の醸成が不可欠



Ⅰ.サイクリングロード整備の必要性
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３．整備の方向性

自転車交通を地域社会の価値向上のための一つの手段として捉
え、自転車活用推進法（平成29年）の施行により、各地域の主体的
な取り組みに対する支援を進め、
・環境対策 ⇒ 環境負荷への低減、地球温暖化対策への寄与
・観光客等来訪者による地域活性化⇒ 交流拡大
・健康増進 ⇒ 健康寿命の増進
・災害時の有効活用 ⇒ 避難時における活用 等

といった様々な効果が期待される自転車の活用を総合的・計画的
に推進することが全国で始まっている。詳細は次回

鹿島区地域協議会で検討された、「鹿島区地域ビジョン 平成30
年11月」をはじめ、「南相馬市復興総合計画 2019年3月」の具現化
への第一歩として、真野川親水サイクリングロードを軸とした新たな
まちづくりを目指す。
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Ⅲ.先進事例紹介
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Ⅱ.サイクリングロード整備の現状
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資料：国土交通省より

1.国内の整備状況

Ⅱ.サイクリングロード整備の現状
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資料：国土交通省より
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資料：国土交通省より
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資料：国土交通省より
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資料：国土交通省より

Ⅱ.サイクリングロード整備の現状
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■真野川親水サイクリングロードの整備概要

整備イメージ

２．南相馬市鹿島区の整備例
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Ⅲ.先進事例紹介
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事例１：狩野川コリドー構想の推進に向けた
地域連携と交通連携の取組み
（河川軸を活かした観光・地域活性化）

事例２：国内他事例

事例３：海外事例



事例１（観光・地域活性化）

狩野川コリドー構想の推進に向けた

地域連携と交通連携の取り組み
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◆業務の概要

本業務は、静岡県東部都市圏地域における連携した地
域づくり・地域連携強化支援の観点から、この地域を流
れる狩野川沿線地域において「狩野川コリドー構想」の実
現に向け、地域活性化や観光振興等、新たな地域づくり
に向けた利用促進具現策の検討を目的とした。

◆主なアウトプット
•官民連携（沿川住民主体）の体制づくり
•地域連携によるイベント・社会実験の実施
•沿川地域共通のサイン計画（マニュアル作成）
•地域資源活用マップ（清掃・イベント企画）
•沿川地域マップ（テーマ別周遊ルートをＷＧで作成）
•周遊拠点の形成（新たな拠点形成）
•国・県・６市町・民間諸団体で構成する協議会の運営
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■狩野川コリドー整備構想

◎地域の魅力、活力の向上には、地域全体が一体と
なったまちづくりが必要
◎地域の中心に狩野川という軸があり、その空間や
連続性を活かしたまちづくりを進める

道路・交通

まちづくり活性化

地域全体の中でのトータルな考え方と地域連携

地域内ネットワーク

狩野川の河川空間を活用した自転車・歩行空間の整備が必要

狩野川コリドー

地域の連続性の確保・
地域と川の一体感

連続性

「場」の特性に
あった地域整備

ゾーニング
歩行（散策）・

自転車を活かした
交通施策・地域整備
（ソフト・ハード）

整備内容

■狩野川コリドーのコンセプト
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■必要サインアイテムとデザイン

例：“とるぱ”の機能を取り入
れる

ハード整備
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■住民参加などの仕組みづくり

○維持管理体制の検討（アドプト制度など）

○定期的イベントの開催（社会実験、清掃活動の地域連携など）

○住民参加による拠点などの計画立案・整備（＊今後の展開として）

■アドプトプログラム（花の管理・清掃などを住民が行う）

アドプトプログラムは、地域住民が、掃
除や植栽などを自主的に行おうというも
のである。地域住民は、河川の特定の区
間と養子縁組（＝アドプト）し里親とな
り、除草・清掃などの管理を行う。行政
はこの活動を補助する

河川環境アドプトプログラ

ムは、環境美化ボランティ

ア活動により、静岡県の安

倍川・藁科川・興津川にお

いて実践している

■道普請

金谷坂の石畳、平成3年に町

民約600名が参加し、石を敷

き詰めた「平成の道普請」で

約430メートルが復元された

ソフト施策
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ソフト施策

■イベント・社会実験のちらし・ポスター



サイクリング、ウォーキングを中心に、狩野

川の河川空間を最大限に活用してイベントを

展開。また、狩野川のよりよい利用、活用を

図るために、イベントの中で社会実験を実施

■開催内容

●会場風景

●サイクリング ●ウォーキング
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主会場における、サイクリング、ウォーキングの他に、新たな河川空間

活用の可能性を模索し、賑わいを創出するため下記のイベントを実施
■他の開催内容

○ベロタクシー体験乗車

○変わり種自転車の乗車

■乗り乗りコリドー■リバーシップ狩野川

■コリドーわくわくランド

（地域の名人大集合！）

■コリドーマーケット

○カヌー体験教室

○フライ

フィッシング教室

○沿川市町によるPRブース

○協議会メンバーによる

物販や事業PR 

○狩野川漁協や地元団体等

による物販 など

○竹トンボづくり教室

○水棲生物観察教室
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新たな組織への発展と仕組みづくり

協働によるモデル事業の検討

早期対応が可能な箇所をモデルと
して位置づけ、支援事業等の活用に
より、検討、具現化を図る（ワーク
ショップ形式）

［モデル展開による発展イメージ］

狩野川コリドー全体を統括する組
織をつくり、協働による川づくり、ま
ちづくりへと発展させる

協議会

狩野川コリドーを統括する組織

・ＮＰＯ、活動団体

・ＪＣ

・道の駅／観光協会

・民間企業

・住民有志 など

地域づくり

人づくり

イベント等の活動

広報 など

活動の実施

新組織の立ち上げ

行政

国・県・市
町

報告・承認

支援・連携

軸の整備
拠点整備
サイン整備
住民参加
（企画の運営・維持・管理）

モノ（施設）が広がる
ヒトが広がる
コトが広がる

■利用促進体制の構築
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Ⅲ.先進事例紹介
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事例２：国内他事例① （サイクリング環境の整備）

資料：国土交通省



Ⅲ.先進事例紹介
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事例２：国内他事例② （走行環境の整備）

資料：国土交通省

Ⅲ.先進事例紹介
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事例２：国内他事例③ （安全・健康・災害）

資料：国土交通省

自転車安全利用五則
１．自転車は車道が原則、歩道は例外のみ通行可
２．車道は左側を通行
３．歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行
４．安全ルールを守る
５．子どもはヘルメットを着用



Ⅲ.先進事例紹介
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事例３：海外事例① （サイクリングを楽しむ人々）

サイクリングで賑わう街（ドイツ：ボーデン湖畔）

Ⅲ.先進事例紹介
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事例３：海外事例② （多様な自転車・サイクルトレイン）

サイクルトレイン

タンデム自転車箱付き自転車



Ⅲ.先進事例紹介
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事例３：海外事例③ （サイクリングマップ・標識等）

ユーロ・ヴェロ（全長６万km） オーストリアの自転車専用標識ドイツの長距離自転車道

Ⅰ.サイクリングロード整備の必要性
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Ⅳ.想定される整備効果（ネットワーク形成）
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１．交流拡大
・住民をはじめ、来訪者との交流機会の創出につながる
⇒ 今はコロナ禍ですが、交流機会の創出から拡大へ

２．健康増進
・心身ともに健康につながる健康寿命の増進
⇒元気な住民による医療・福祉費用の大幅な軽減

３．観光・地域振興
・観光客等来訪者の利用増資による産業再構築
⇒ インバウンド含む新たな観光資源としての展開

４．都市環境形成
・環境負荷の低減、新たな利用形態や交通安全等への啓発
⇒ 環境対策や利用環境の整備による交通環境の改善

そのためには、新たな視点と発想が必要

●まちづくり（鹿島区）がめざすものは何か

●住民相互はもとより地域連携の必要性

●サイクリングロードの活用による新たな顔づくり

●住民が共に享受できる仕組みづくり

●そして持続可能なまちづくり
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次回の予定

①サイクリングロード活用とまちづくりのあり方

②美しいサイクリングロードにするためのアイディア

（意見交換）

③サイクリングロード活用に向けての課題
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ご清聴ありがとうございました
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まちづくりは、支える人と継続性です

つまり『ひと・こと・もの』の文化的資源継承

株式会社 千代田コンサルタント

小金澤


